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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太陽電池モジュールの枠体に固定された固定部材に化粧用カバーを取付けてなる太陽電
池モジュールの化粧用カバーの取付け構造において、
　前記固定部材は、前記枠体の側面に固定される側片及び前記枠体の下面を支持すると共
に前記枠体の下端の位置に対応するように凹部を形成する支持片を有することを特徴とす
る太陽電池モジュールの化粧用カバーの取付け構造。
【請求項２】
　前記枠体は下端に外方に延びる部分を含む鍔を有し、
　前記鍔は前記凹部に挿入されることを特徴とする請求項１記載の太陽電池モジュールの
化粧用カバーの取付け構造。
【請求項３】
　前記固定部材は、前記化粧用カバーを固定するための取付け片を有することを特徴とす
る請求項１又は２記載の太陽電池モジュールの化粧用カバーの取付け構造。
【請求項４】
　前記枠体の側面に前記固定部材の側片をビスにより固定する際に、該ビスの斜め挿入を
防止するためのリブを前記枠体の取り付け孔周縁部に形成したことを特徴とする請求項１
乃至３のいずれかに記載の太陽電池モジュールの化粧用カバーの取付け構造。
【請求項５】
　化粧用カバーの取付け装置を備える太陽電池モジュールであって、
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　前記取付け装置は、前記太陽電池モジュールの周縁部を囲む枠体の側面に固定される側
片及び前記枠体の下面を支持すると共に前記枠体の下端の位置に対応するように凹部を形
成する支持片を有する固定部材を含むことを特徴とする太陽電池モジュール。
【請求項６】
　枠体に固定された固定部材に化粧用カバーを取付けてなる太陽電池モジュールにおいて
、
　前記固定部材は、前記枠体の側面に固定される側片及び前記枠体の下面を支持すると共
に前記枠体の下端の位置に対応するように凹部を形成する支持片を有することを特徴とす
る太陽電池モジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太陽電池モジュールの化粧用カバーの取付け装置に関し、詳述すれば屋根上
へ取付けられる太陽電池モジュールの化粧用カバーの取付け装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この化粧用カバーを太陽電池モジュールの枠体（接合部材）に取付ける場合は、太陽電
池モジュール本体の少なくとも一部に化粧用カバー（周辺部材）を着脱自在に取付ける方
法が提案されているが（例えば、特許文献１参照）、前記枠体に固定される固定金具にビ
スを介して取付けるのが一般的である。
【特許文献１】特開２００３－２６２０２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　前記文献に記載されたものと同種のものとして、図８及び図９に示すものがあり、以下
説明する。太陽電池モジュール本体２０は平板状に縦横に複数配列された太陽電池セル２
１の周縁部が金属製の枠体２２により囲まれて形成されており、太陽電池モジュール本体
２０の外観上の美感を向上するために、固定金具２３を介してこの枠体２２に化粧用カバ
ー２４を固定している。即ち、固定金具２３は前記枠体２２の側面２２Ａ及び鍔部２２Ｂ
にビス２５により固定される側片２３Ａと、この側片２３Ａの上端を外方へ折曲して形成
されてビス２６により化粧用カバー２４が固定される上水平片２３Ｂと、前記側片２３Ａ
の下端を外方へ折曲して形成した下水平片２３Ｃと、この上水平片２３Ｃの外端部を下方
へ折曲して形成されてビス２７により化粧用カバー２４が固定される垂直片２３Ｄとから
構成される。
【０００４】
　しかし、前記化粧用カバー２４を太陽電池モジュール本体２０に固定するための固定金
具２３は太陽電池モジュール本体２０の１種類の形状の枠体２２にしか対応できないもの
であった。
【０００５】
　そこで本発明は、太陽電池モジュール本体側面に化粧用カバーを容易に固定できると共
に、固定できる太陽電池モジュール本体の種類を拡大することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明は、太陽電池モジュールの枠体に固定された固定部
材に化粧用カバーを取付けてなる太陽電池モジュールの化粧用カバーの取付け構造におい
て、前記固定部材は、前記枠体の側面に固定される側片及び前記枠体の下面を支持すると
共に前記枠体の下端の位置に対応するように凹部を形成する支持片を有することを特徴と
する。
【０００７】
　また、前記枠体は下端に外方に延びる部分を含む鍔を有し、前記鍔は前記凹部に挿入さ
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れることを特徴とする。
【０００８】
　　また、前記固定部材は、前記化粧用カバーを固定するための取付け片を有することを
特徴とする。
【０００９】
　また、前記枠体の側面に前記固定部材の側片をビスにより固定する際に、該ビスの斜め
挿入を防止するためのリブを前記枠体の取り付け孔周縁部に形成したことを特徴とする。
　また、本発明は、化粧用カバーの取付け装置を備える太陽電池モジュールであって、前
記取付け装置は、前記太陽電池モジュールの周縁部を囲む枠体の側面に固定される側片及
び前記枠体の下面を支持すると共に前記枠体の下端の位置に対応するように凹部を形成す
る支持片を有する固定部材を含むことを特徴とする。
　さらに、本発明は、枠体に固定された固定部材に化粧用カバーを取付けてなる太陽電池
モジュールにおいて、前記固定部材は、前記枠体の側面に固定される側片及び前記枠体の
下面を支持すると共に前記枠体の下端の位置に対応するように凹部を形成する支持片を有
することを特徴とする太陽電池モジュール。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、太陽電池モジュール本体側面に化粧用カバーを容易に固定できると共
に、固定できる太陽電池モジュール本体の種類を拡大することができる。また、枠体に固
定部材を固定すべく、固定部材及び枠体にビスを挿入させた際に、斜めにビスを挿入して
も当該ビスの先端部がリブに当接することにより、作業者はビスの回転速度が落ちたこと
を認識でき、斜め挿入を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態を図に基づき説明する。先ず、図１に示すように、太陽電池
モジュール本体１は、平板状に縦横に複数配列された太陽電池パネル２の周縁部（４辺）
が枠体３により囲まれて形成されている。即ち、太陽電池パネル２は平面視矩形状であっ
て、その表面には例えば強化ガラス板などが積層されており、この太陽電池パネル２が複
数平板状に配列され、その周縁部は一対の長辺側と一対の短辺側の４つの金属製の枠体３
に囲まれている。
【００１２】
　このように構成された太陽電池モジュール本体１の外観上の美感を向上するために、前
記枠体３に外方から複数の空気流通孔４Ｅを有する化粧用カバー４を固定させる必要があ
るが、その取付け構造について説明する。図２に示すように、前記太陽電池モジュール本
体１の四隅における各角部の近傍位置に各固定金具５を固定する。この固定金具５はアル
ミニウム製であり、後述するが、前記枠体３の四辺の側面部に数ケ所固定される。
【００１３】
　ここで、前記太陽電池モジュール本体１の長辺側（横方向）の前記枠体３にはその下端
部に外方に延びた水平板部３Ａと、この水平板部３Ａの外端部を上方へ折曲した垂直板部
３Ｂとから成る鍔３Ｃが形成されているが、短辺側（縦方向）の前記枠体３にはこの鍔部
３Ｃは形成されていない。従って、長辺側の前記枠体３の断面形状が表れている図３及び
図４と、短辺側の前記枠体３の断面形状が表れている図５と示すように、長辺側の前記枠
体３と短辺側の前記枠体３とは断面形状が異なる。
【００１４】
　即ち、短辺側の前記枠体３は概ね中空角筒状を呈しており、外側面上端部から上方に延
びてから内方へ折曲した円筒状のフランジ３Ｄが形成されており、長辺側の前記枠体３も
同様にフランジ３Ｄが形成されており、更にこの長辺側の前記枠体３には前述したように
鍔部３Ｃが形成されているが、短辺側の前記枠体３にはこの鍔部３Ｃは形成されていない
。なお、この鍔部３Ｃはアルミニウムで作製されこの鍔部３Ｃと直交する方向に配設され
た架台フレーム（図示せず）に固定され、この架台フレームなどを介して屋根の瓦に固定
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されるものであり、結果として太陽電池モジュール本体１は瓦上に固定されるものである
。
【００１５】
　次に、図２乃至図５に基づいて、前記固定金具５について説明する。この固定金具５は
取付孔が所定間隔を存して２個開設されて前記枠体３の側辺３Ｅ、３Ｆに夫々ビス１０止
めにより前記枠体３に固定される第１取付片５Ａと、この第１取付片５Ａの上端部を外方
に折曲して形成され化粧用カバー４の上片４Ａをビス１１により固定するための第２取付
片５Ｂと、同じく化粧用カバー４の側片４Ｂをビス１２により固定するための第３取付片
５Ｃと、前記第１取付片５Ａと第３取付片５Ｃとを連結する連結片５Ｄと、この連結片５
Ｄと共に前記枠体３の鍔３Ｃが挿入される凹部５Ｓを形成すると共に該枠体３の下面を支
持するための断面Ｌ字形状の支持片５Ｅとから構成される。
【００１６】
　なお、前記第２取付片５Ｂ及び第３取付片５Ｃには取付孔が形成されていないが、アル
ミニウム製で軟らかな素材で作製されているため、ビス１１、１２をネジ込むことにより
孔が形成され、ビス１１、１２を止めることができるものである。
【００１７】
　そして、前記フランジ３Ｄ、側片３Ｅ及び上片３Ｈとで形成される凹部内に太陽電池パ
ネル２が挿入され、この太陽電池パネル２は枠体３で周縁部が囲まれることとなる。
【００１８】
　なお、短辺側の前記枠体３はその下面が前記固定金具５の支持片５Ｅにより支持される
が、長辺側の前記枠体３も同様にその下面が前記固定金具５の支持片５Ｅにより支持され
ると共に連結片５Ｄと支持片５Ｅとにより形成された凹部５Ｓ内に前記鍔３Ｃが挿入され
て支持されることとなる。
【００１９】
　従って、短辺側の前記枠体３はその下面が前記固定金具５の支持片５Ｅにより支持され
て上下方向が規制されて該短辺側の枠体３への固定金具５の取付時に位置決めが容易とな
る。また、長辺側の前記枠体３はその下面が前記固定金具５の支持片５Ｅにより支持され
て上下方向が規制されると共に凹部５Ｓ内に前記鍔３Ｃが挿入されて連結片５Ｄ及び支持
片５Ｅにより支持されて左右方向及び上下方向が規制されて該長辺側の枠体３への固定金
具５の取付時に位置決めが容易となる。
【００２０】
　前記化粧用カバー４は上片４Ａと側片４Ｂとから概ね断面がＬ字形状を呈するが、前記
側片４Ｂの下端部を内方に折曲してわずかの長さを有する折曲片４Ｃを形成し、また上片
４Ａの先端部を下方に折曲してわずかの長さを有する折曲片４Ｄを形成する。
【００２１】
　従って、化粧用カバー４を固定金具５に固定する場合には、前記第１取付片５Ａを断面
がクランク状になるように形成して形成された空間内に前記折曲片４Ｄを挿入した状態に
して各ビス１１、１２により固定することができる。
【００２２】
　なお、短辺側及び長辺側の前記枠体３は前述したように、概ね中空角筒状を呈している
が、その垂直な側辺３Ｅ、３Ｆに夫々開設された２個の取付孔の開口縁部には夫々内方に
延びた円筒状のリブ３Ｇが形成されている。従って、図７に示すように、枠体３に固定金
具５の第１取付片５Ａを固定すべく、固定金具５及び枠体３の取付孔にビス１０を嵌合さ
せた際に、斜めにビス１０を挿入しても当該ビス１０の先端部が前記リブ３Ｇに当接する
ことにより、作業者はビス１０の回転速度が落ちたことを認識でき、斜め挿入を防止する
ことができる。
【００２３】
　以上本発明の実施態様について説明したが、上述の説明に基づいて当業者にとって種々
の代替例、修正又は変形が可能であり、本発明はその趣旨を逸脱しない範囲で前述の種々
の代替例、修正又は変形を包含するものである。
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【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】太陽電池モジュール本体の平面図である。
【図２】太陽電池モジュールの角部及び固定金具の斜視図である。
【図３】長辺側の太陽電池モジュール及び固定金具の縦断面図である。
【図４】長辺側の太陽電池モジュール、固定金具及び化粧用カバーの縦断面図である。
【図５】短辺側の太陽電池モジュール、固定金具及び化粧用カバーの縦断面図である。
【図６】太陽電池モジュール本体に化粧用カバーを取付けた状態の部分斜視図である。
【図７】長辺側の太陽電池モジュールに固定金具を取付ける際の動作を示す縦断面図であ
る。
【図８】従来の太陽電池モジュールの角部及び固定金具の斜視図である。
【図９】従来の長辺側の太陽電池モジュール、固定金具及び化粧用カバーの縦断面図であ
る。
【符号の説明】
【００２５】
　１　　太陽電池モジュール本体
　２　　太陽電池パネル
　３　　枠体
　４　　化粧用カバー
　５　　固定金具
　５Ａ　第１取付片
　５Ｂ　第２取付片
　５Ｃ　第３取付片
　５Ｄ　連結片
　５Ｅ　支持片
　５Ｓ　凹部
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